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テスト監督にて！

今朝、学年主任の甲斐先生から２回目の学年通信の原稿依頼があった。何を題材に原稿をまとめよう

かと考えながら、学期末考査のテスト監督で教室に向かった。

この学年通信は、日南高校の貴重な財産でもあると感じている。それは、本校の先生方一人ひとりの

経験や生徒に対する思いに基づいた文章が毎回の如く発刊され、生徒や保護者の方のみならず我々教師

にとっても非常に興味深く、また参考となる内容が多いからである。テスト中にそのような事を思いな

がら、原稿の題材を考えていた。

テストが始まって２０分が経過した頃である。私の耳に飛び込んで来たものがある。それは、鉛筆を

走らせる音であった （今は、殆どの生徒がペンシルを使用している ）その音の実に軽快なこと。生徒。 。

一人ひとりの筆圧やリズムは違えども、その真剣な表情は実に美しい光景であり、ペンを走らせる時に

発せられる快音が何とも心地よい演奏の様でとても素晴らしいコンサートでも聴いている様であった。

この姿や表情こそが本当の偽りのない生徒一人ひとりの本姿（本心）なのだと気づかされた瞬間であっ

た。

学校生活においては、生徒一人ひとりのいろんな姿を観ることがことができる。今、私の眼の前の姿

とは遠くかけ離れた自分を表現する事もあれば、親に心配や迷惑を掛け、時には友人を裏切り事もある

だろう。それはまた生きている証でもある。いろんな顔を持つこの時期は、心の成長期であり当然なが

ら不安も悩みもある。心のバランスを崩し、時には自分を見失い、反抗的な行動を取ることも人間とし

ての良い経験であり、そのことで本当の自分の姿や心に気づくのならば良い大人になるための通過点だ

と思っている。

このテストの時間も、間もなく終わりを迎えようとしているが、生徒達は最後の一秒までも真剣な表

情で問題と向き合い、必死でペンを走らせ、快音が一度も途絶えることはなかった。

今日のこの時間は、テスト問題に真剣に向き合う生徒諸君に対し、結果だけで評価するのではなく、

教師として常々から時間を費やして生徒に接し、授業は基より多くの場面でしっかりと向き合い観察す

ることの大切さを強く感じさせられたテスト監督となった。

最後に、来週からの修学旅行が元気で、多くの思い出が出来ることと、少し早いかもしれませんが来

年も生徒諸君にとって更なる飛躍の年になりますよう祈念して終わります。

２年学年団 生徒指導部 Ｔ．Ｋ．

週行事予定表（１２／５～１２／１８）
月 日 曜 行 事 予 定 課外 備 考

土曜講座（全学年）12 ５ 土
６ 日
７ 月 Ｂ 7:25登校 7:30課外始
８ 火 Ｂ 7:25登校 7:30課外始
９ 水 Ｂ 7:25登校 7:30課外始
10 木 修学旅行前集会（１～３限授業） Ｂ 7:25登校 7:30課外始

修学旅行11 金
12 土
13 日
14 月
15 火
16 水 ２年代休日
17 木 Ａ 7:25登校 7:30課外始学年会・教科会（成績審議）
18 金 Ａ 7:25登校 7:30課外始職員会議（成績審議・学期反省）
19 土
20 日
21 月 Ａ 7:25登校 7:30課外始
22 火
23 水
24 木 冬季特別学習会
25 金 冬季特別学習会

※来週１２月１１日（金）は修学旅行の為 「学年通信」はお休みです。、



【先日の学年集会での注意点】
① （始業時間前の登校がプラスになる）朝課外に積極的に取り組む生徒
② （挨拶ができる生徒は視野が広く、生活のゆとりがある）挨拶ができる生徒
③ （いざ本番とい時、対応できる）服装容儀面、生活態度においてぴしっとしている生徒
④ （授業軽視、忘れ物や居眠りをしない）授業に積極性を持って取り組む生徒
⑤ （自分の力で道を切り開ける人は強い）登下校の際、保護者の送迎に頼ることが少ない生徒
⑥ （指示を受けなくても掃除・整頓ができる）整理整頓が上手な生徒、掃除の仕方を身につけている生徒
⑦ （素直にアドバイスを受け自分のやり方に固執せず、効率的な学習ができる）素直さのある生徒
⑧ （は家庭学習ができる生徒である）自習の仕方を知っている生徒、自習ができる生徒
⑨ （書く・音読といった身体を用いて覚える）独自の暗記方法を身につけている生徒
⑩ （保護者がしてくれることを「当たり前」と考えない）感謝する気持ちを持てる生徒
⑪ （自分の意思を貫徹する）大学のイメージではなく、学部・学科で進路を決定する生徒


